
前回
ぜんかい

、「地球
ちきゅう

の日
ひ

」のことを書
か

きましたが、世界中
せかいじゅう

の天文
てんもん

学者
がくしゃ

は、「第二
だ い に

の地球
ちきゅう

」地球
ちきゅう

によ

く似
に

た星
ほし

がないか探
さが

しています。最近
さいきん

、大
おお

きさや当
あ

たる光
ひかり

の量
りょう

がよく似た
に

星
ほし

がいくつか見
み

つかっています。果
は

たして、その星
ほし

に生命
せいめい

は誕生
たんじょう

しているのでしょうか。 

ところで、夜空
よ ぞ ら

を見上
み あ

げるといっぱいの星
ほし

を見
み

ることができます。しかし、夜空
よ ぞ ら

の輝
かが

く星
ほし

のほとんどは、「太陽
たいよう

」と同
おな

じような、高温
こうおん

で自
みずか

ら光
ひかり

を出
だ

す「恒星
こうせい

」という星
ほし

になります。

地球
ちきゅう

のような固
かた

い地面
じ め ん

がある星
ほし

ではありません。 

 夜空
よ ぞ ら

に輝
かがや

く多
おお

くの星
ほし

の中
なか

で、地球
ちきゅう

と同
おな

じ仲間
な か ま

の星
ほし

（惑星
わくせい

）は、「火星
か せ い

」「水星
すいせい

」「木星
もくせい

」「金星
きんせい

」

「土星
ど せ い

」のたった５つしかありません。あとはみんな、「太陽
たいよう

」の仲間
な か ま

なのです。 

 星
ほし

を観察
かんさつ

するのに、望遠鏡
ぼうえんきょう

を使
つか

いますが、巨大
きょだい

望遠鏡
ぼうえんきょう

を使
つか

っても、先
さき

の５つの星
ほし

と「月
つき

」

「太陽
たいよう

」しか、その星
ほし

の表面
ひょうめん

の様子
よ う す

を観察
かんさつ

することはできません。あとの星
ほし

は、あまりに

遠
とお

くにあるので、輝く
か が や

「点
てん

」にしか見
み

ることができません。 

 この世
よ

の中
なか

で、一番
いちばん

速
はや

いのは、「光
ひかり

」です。1秒間
びょうかん

で約
やく

３０万
まん

ｋｍ進
すす

みます。私
わたし

たちの

「太陽
たいよう

」もけっこう遠くにあるため、太陽
たいよう

を出発
しゅっぱつ

した光
ひかり

が、地球
ちきゅう

に届く
と ど

のに約
やく

５００秒
びょう

（８分
ふん

２０秒
びょう

）かかります。例
たと

えば、今
いま

この瞬間
しゅんかん

に太陽
たいよう

が無
な

くなっても、あと８分
ぷん

２０秒間
びょうかん

は、あるように見
み

えるわけです。夜空
よ ぞ ら

に輝
かがや

く星
ほし

は、光
ひかり

でも何千年
なんぜんねん

、何
なん

万
まん

年
ねん

、何億
なんおく

年
ねん

もかか

るほど遠
とお

くにあるものがほとんどです。つまり、何千年、何万年、何億年も前
まえ

にその星
ほし

を出発
しゅっぱつ

した光
ひかり

を今
いま

私
わたし

たちは見
み

ていることになり、夜空
よ ぞ ら

を見
み

るということは、宇宙
うちゅう

の「過去
か こ

＝昔
むかし

の姿
すがた

」を見
み

ることになります。なんていうことを考
かんが

えながら夜空
よ ぞ ら

を見
み

上
あ

げると、一味
ひとあじ

違
ちが

っ

た星空
ほしぞら

になりませんか！ 

高い
た か い

山
やま

に登
のぼ

って、夜空
よ ぞ ら

を見上
み あ げ

げると、ビックリする

ほどの数
かず

の星
ほし

を見
み

ることができます。こんなに星
ほし

って

あるの？と思
おも

うほどです。一度
い ち ど

は、そんな星空
ほしぞら

を見
み

て

ほしいと思
おも

います。（人
ひと

が多
おお

く住
す

んでいるところは、夜
よる

でも町
まち

の光
ひかり

がたくさんあるので暗
くら

い星
ほし

は見
み

ることができません。高
たか

い山
やま

だと、空気
く う き

が澄
す

ん

でいて、町
まち

の光
ひかり

は届
とど

きませんので、暗
くら

い星
ほし

も見
み

ることができるからです。） 校長より 

西っ子
に し っ こ

のみなさんへ ６   ４月２４日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


